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令和２年第１４回大川市教育委員会（定例会）会議録 

令和２年１１月２６日、大川市役所大会議室において、令和２年第１４回教育委員会（定例会）を開

催した。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １５時００分 

閉会  １６時３５分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

 委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  惠﨑 浩則 

 

３．欠席委員 

 なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          馬渕 嘉臣 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          岡  辰磨 

学校教育課長補佐        山口  馨 

生涯学習課長補佐        岡 美詠子 

生涯学習課長補佐        森   悟 

記録者・学校教育課総務係    永島 潤一 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第３９号 令和３年度大川市一般会計予算要求額（教育費）について 

報告事項 

（１） 会計年度任用職員等の任用について 

（２） 共生社会ホストタウンイベント「心のバリアフリー研修会」について 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） 有明海沿岸道路開通記念イベントについて 

１１月１５日に有明海沿岸道路開通イベントを行った。小中学生１４３名、保護者９９名、

先生１２名、合計２５４名にご参加いただき、良い天気の中で道路に絵を描くというなかな

かできない体験ができた。国土交通省、大川市建設課、大川市教育委員会で協力し開催した、

教育委員会だけではできない大規模なとてもいいイベントであった。 

（２） 教職員の不祥事について 

昨年１１月１５日に三又中学校教員の覚せい剤所持事件があった。先日の校長会では改め
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て教職員の不祥事防止をお願いした。 

（３） 深刻な家庭環境の中にいる児童生徒の理解について 

   厳しい環境下にいる子どものなかには、心の状態が不安定な子どももいる。大川市内の小中学

校にも不安を抱える子どもがいるので、専門機関と連携等を行い、きめ細やかな観察や情報収集

を行っていく。また、家庭環境のなかでの子どもたちの存在というのも考えて教育を行っていく

必要があると考えている。 

 

８．議事の大要 

審議事項 （１） 議案第３９号 令和３年度大川市一般会計予算要求額（教育費）について 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 新型コロナウイルス感染症の影響で様々な事業に変更があったと思うが、来年

度の予算についても影響を受けている部分はあるのか。 

 

 学校教育課の要求額については、まず、学習指導員やスクール・サポートスタ

ッフの配置は、新型コロナウイルス対策の施策の一環である。また、小中学校の

消耗品費についても、新型コロナウイルス対策用として増額をしている。 

 生涯学習課分は、本年度の予算については、感染拡大前に予算査定を受けてい

るため、予算化はされているものの、実施できなかった事業や、規模縮小して行

った事業等があるほか、ふれあいの家等の施設については、宿泊を受け入れなか

ったことなどにより光熱水費が減っている。コロナ禍の影響については、予算未

執行となる。来年度の要求額には、コロナ禍の影響は反映していない。 

 

 来年度からいくつかの施設で無線ＬＡＮの利用ができるようになるという話だ

ったが、具体的にはどの施設で利用できるようになるのか。 

 

 中央公民館、図書館、旧吉原家住宅、清力美術館、ふれあいの家、市民体育館

で利用できるようになる。 

 

 いつから利用可能になるのか。 

 

 ３月までに整備をし、来年度から利用開始の予定である。 

 

 文化振興文化財保護事業の主な増の要因が、旧緒方家住宅防災設備工事、防蟻

処理とのことだが、旧緒方家住宅はかなり老朽化が進んでいるように見え、台風

のときなどかなり心配である。老朽化対策の実施は考えていないのか。 

 

 旧緒方家住宅については、台風のときに瓦が飛ばないか心配などの連絡を近所

の方からも受けている。整備を進めたい考えではあるが、すべて市の予算で行う

のは厳しいため、国の制度等を活用して整備を行うことを検討したい。 

 

 予算要求に記載のある「家庭学習のための通信機器等の整備」というのはどう

いったものか。 

 

 家庭内に無線ＬＡＮ等の通信環境が整備されていない家庭にルーターを貸し出
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委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

事務局 

 

 

委 員 

 

すものである。そのルーター機器の購入等の整備については、令和２年度に実施

しており、来年度はＩＣＴ関連のサポーターの配置などの予算要求を行いたい。 

 

 予算要求資料に記載されている就学援助システム改修業務とはどういったもの

か。 

 

 就学援助の認定は、所得に応じて行われる。令和２年分から税制改正により、

所得控除の見直しが行われたため、就学援助システムの改修が必要となった。そ

のシステム改修の業務委託料に係る予算要求である。 

 

 校外学習用バスの運行に関しては、借上げということは、購入はしないという

ことか。 

 

 購入はせず、バス会社に利用したい日時を伝え、バスを手配する、借上げの方

法でやっていく。 

 

 当初はバスを購入する予定であったが、運転手、維持費、駐車スペース等をど

うするかという問題があり、検討を重ねた結果、購入はしない方向で考えている。

バスの使用頻度については各学校に調査をしたので、その調査をもとにバスの借

上げをするやり方で予算要求を行っていく。 

 

 スクールバスの増便については、バスが２台になるのか、それとも１台が２往

復するのか。また、先ほど校外学習用のバスは購入ではなく借上げという話であ

ったが、スクールバスの方を購入するという考えはないのか。 

 

 まず、増便については、朝便のバスを２台にしたいという考えである。スクー

ルバスの購入について、検討はしたが、借上げで予定をしている。 

 

 長いスパンで考えた結果、購入よりも借上げの方がメリットがあるということ

か。 

 

 まず、スクールバスについては、現時点では試行段階である。購入についても

考えたが、今後の生徒数により、必要なバスの大きさが変わる可能性があるほか、

メンテナンス費用、運転手の確保、保管場所などを考慮した結果、現時点では借

上げの方がいいと判断している。 

 

 民間プールの活用について、現在、大川小学校、大川桐英中学校、大川桐薫中

学校が民間プールを利用しているが、今後市内の他の学校については、どういっ

た方向で進めていくか決めているのか。 

 

 各学校のプールは老朽化が進んでいるため、今後の対応についてはこれから検

討しなければいけないと考えている。 

 

 地域学校協働活動については、寺子屋についてもこの中に含まれているのか。 
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事務局 

 

教育長 

 この中に含まれている。 

 

 現在は市で行っているが、将来的には学校の地域本部で行っていきたい。今は

準備段階である。 

 ≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１） 会計年度任用職員等の任用について 

質問・意見等なし 

報告事項 （２） 共生社会ホストタウンイベント「心のバリアフリー研修会」について 

委 員 

 

事務局 

 

委 員 

 

事務局 

 

 市民対象ということであったが、小学生も参加可能か。 

 

 参加可能である。 

 

 ３回開催するということだが、内容は各回で異なるのか。 

 

 各回同じ内容で行うので、参加者にはどれか１つの回に参加していただくこと

になる。 

 


